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横 須 賀 市 東 部 漁 業 協 同 組 合

大 新 土 木 株 式 会 社



１．はじめに

　　　　横須賀市東部漁業協同組合では、漁獲量が年々減少傾向にある中、以前より「とる漁業」

　　　から「つくる漁業」への転換を図ってきており、その一環として漁場基盤の整備事業も実施し、

　　　好漁場の再生に取り組んでいます。

　　　 本漁場改良事業は、深場から浅場にかけて漁場を造成整備することにより、漁場の拡大と

　　　生産力の回復を目指すものであります。

　　　　つきましては、事業の実施にあたり、東京湾内及び近郊の水域発生土砂を本事業地内の

　　　中詰用材として受取りを行います。

２．事業場所

　　　　事業場所住所　　　　　神奈川県横須賀市走水地先海面

　　　　位置図

３．受入期間 平成27年６月頃　～　令和14年（2032年）頃　（期間の変更あり）

４．漁場改良計画面積 約５０万ｍ2

５．中詰土砂計画数量 6,280,000ｍ3

６．事業主体 横須賀市東部漁業協同組合

　　施工業者 大新土木株式会社　　横須賀事業所

　　（連絡先） 　 住所 神奈川県横須賀市走水2-698-4

　 電話番号 046-841-4466

　 FAX番号 046-841-4467

７．受入費 ￥３，３００　（税別）

　　　１ｍ3あたりの受入単価

　　　御支払条件　：　100％現金にて

　　　その他につきましては別途協議とさせていただきます
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① 位置    神奈川県横須賀市⾛⽔地先 ③ 事業者  横須賀市東部漁業協同組合

② 事業⾯積 ４９６,６２０㎡        （受託者：⼤新⼟⽊株式会社）  

④ ⼯事期間 平成２６年６⽉〜

       令和１６年３⽉まで

⑤ ⼯事許可  ・横須賀市指令港総第１８７号

       （平成２６年３⽉３１⽇付）

      ・横須賀市指令港管第１８号

       （令和５年４⽉１７⽇付）

⑥  受⼊れ⼟砂 ⽔底⼟砂（しゅんせつ⼟砂）

  但し、以下の項⽬について搬⼊前に試験を実施

 し、基準値を満たすもの。

 ・海洋汚染防⽌法に準ずる底質調査

 ・放射線含有量（セシウム134及び137）

⑦ ⼟砂発⽣箇所

  ⽇本全国且つ、事業者が認める箇所（※詳細は5⾴参照）

  （受⼊れ実績：東端 千葉県館⼭沖、南端 ⼩笠原諸島

   ⻄端 三重県）

⑧ ⼟砂受⼊れ量（設計） ６,２８０,０００㎥

⑨ ⼟砂受⼊れ実績 開始 〜 令和７年１２⽉３１⽇

          累計  ２,７３０,０００㎥（進捗43%）

⑩ 搬⼊⼯事発注者 国⼟交通省関東地⽅整備局、防衛省

 海上保安庁、東京都、神奈川県、横須賀市、⺠間他
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中詰め⼟砂（しゅんせつ⼟砂）の投⼊に先⽴ち、潜堤（外郭）の施⼯を⾏いました。

   潜堤の材料は基礎捨⽯（50~100㎏/個）を使⽤しました。

   捨⽯の投⼊にはトレミー台船を使⽤しました。

   トレミー台船はホッパーにガット船からの捨⽯を受け、トレミー管を通して先端から投⼊する

   作業船です。

〇トレミー台船使⽤メリット

横須賀伊勢町沖漁場改良⼯事 施⼯フロー ① 潜堤⼯ ⇒ ② 中詰⼟砂投⼊⇒ ③ 潜堤被覆⽯⼯ ⇒④ 覆砂⼯ ⇒⑤ 漁礁設置 ⇒ end

① 捨石材による潜堤の施工
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ガット船によるホッパーへの捨⽯投⼊状況

ホッパーを上⽅から撮影 船位管理システム（GPS) 投⼊⾼管理システム（オートレット)

⼤⽔深⽤トレミー管 従来型トレミー管

・捨⽯がトレミー管の中を通り、⽔⾯から

約５０ｍ下で投⼊されるので、濁りの拡

散が抑制できます。

・現場には潮流があるため、⼀般的なガッ

ト船バケットによる海上投⼊では、捨⽯

が潮に流され、投⼊箇所直下には沈降し

ません。トレミー管は投⼊⼝が海底⾯に

近いため、潮流による捨⽯の沈降⽅向に

影響がでません。
※本⼯事では捨⽯の天端⾼に合わせ、ト

レミー管全⻑を従来の最⼤18.6ｍから

50.0ｍに延⻑し、⼤⽔深に対応しまし

た。

・捨⽯の投⼊管理に「船位管理システム

（GPS）」及び「投⼊⾼管理システム

（オートレット）」を使⽤するので、

海上で⼤⽔深においても、⾼精度な施

を⾏うことができます。

捨⽯投⼊状況（全景）

漁 場 施 設 平 ⾯ 図



横須賀伊勢町沖漁場改良⼯事 施⼯フロー ① 潜堤⼯ ⇒ ② 中詰⼟砂投⼊⇒ ③ 潜堤被覆⽯⼯ ⇒④ 覆砂⼯ ⇒⑤ 漁礁設置 ⇒ end

②-1. 中詰土砂投入（土運船）

せいわ回航･係留

・せいわは引船により現地に回航し、アンカー（10ｔ）4基
により係留します。アンカーは揚錨船（3,200PS）により
設置します。

・回航⽤に浮上たせた喫⽔（4.5ｍ）を作業⽤の喫⽔（23ｍ）ま
で沈降させます。 沈降は船内のバラストタンクにポンプを
使⽤して約42,000ｔの海⽔を注⽔します。

沈

降

・せいわゲート解放 ・ゲート解放完了、⼟運船⼊渠準備完了
ゲート解放深さ 6.8ｍ（※安全マージン1.8ｍ、航⾏可能喫⽔
5.0ｍ）

6.8ｍ

W.L.

せいわ沈降 せいわゲート解放 せいわゲート解放

⼟運船⼊渠⼟運船⼟砂投⼊⼟運船出渠

⼟運船係留索（φ70㎜）船⾸2カ所
船尾2カ所 計4カ所

ウォターカーテンにより、ゲ
−ト解放時の汚 濁の拡散を
防⽌します。

濁度拡散防⽌の⼯夫 ②-2. 中詰土砂投入（ガット船）

ガット船揚⼟は、ガット船を「せい
わ」の外側に係留し、デッキ上に設置
されたホッパーまたはシューターを介
して、ガット船のグラブバケットによ
り⼟砂を投⼊する作業です。
従来のホッパーは粒径が⼈頭⼤以下の
⼟砂を対象としていましたが、2024年
に新シューターを増設したことで、最
⼤1tまでの⽯材投⼊にも対応可能とな
り、施⼯条件の幅が⼤きく拡がりまし
た。

旧ホッパー、新シューター 全景

新シューター旧ホッパー



（第Ⅲ期）

漁場改良工事（第Ⅱ期）

横須賀港走水大津地区漁場改良事業

（第Ⅰ期）横須賀港浅場造成事業

横 須 賀 伊 勢 町 沖 漁 場 改 良 ⼯ 事 実 績
第Ⅰ～Ⅲ期 工 事 施 工 区 域 図

施⼯⾯積（㎡） 420,000

中詰⼟量（㎥） 3,000,000

受⼊期間 平成3年8⽉~平成7年6⽉

施⼯⾯積（㎡） 790,000

中詰⼟量（㎥） 5,500,000

受⼊期間 平成10年5⽉~平成22年8⽉

施⼯⾯積（㎡） 496,600

中詰⼟量（㎥） 6,280,000

受⼊期間 平成26年3⽉~ ※施⼯中
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